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第１章　終了時評価調査団の派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

我が国は、パラグァイに対し、熱帯地方に特有な感染症対策に係る協力を実施してきた。その

結果、同国の同分野における臨床研究の技術レベルは向上したが、一次医療という国民に最も近

いレベルでの保健医療体制は未整備であり、日常的な予防知識の不足や初期治療の不徹底による

疾病が依然として報告されている。

パラグァイ政府は、プライマリー・ヘルスケア（ＰＨＣ）の推進を中心とした地域保健サービス

の向上を国家保健政策の重要課題としてあげており、国民に対して直接的な裨益効果の高い、地

域に根ざした住民参加型の協力を必要としていた。

このような状況の下、同国政府は、選定地域において全国の地域保健強化プログラムのモデル

として活用可能なＰＨＣシステムを構築すべく、我が国に対し、プロジェクト方式技術協力を要

請してきた。

これを受けて、我が国は1994年 12月から５年間の協力期間で、カアサパ県をモデルとして全国

に活用可能なＰＨＣサービスの開発を目標としたプロジェクト方式技術協力「パラグァイ国地域保

健強化プロジェクト」を開始した。

このような背景の下に、本終了時評価調査団は 1999年 11月 30日の協力期間終了を控え、これ

まで実施してきたプロジェクト活動について、当初計画、活動実績、運営管理、カウンターパー

トへの技術移転状況などについて調査分析し、プロジェクトの計画達成度の把握と評価を行うこ

とを目的に派遣されたものである。

１－２　終了時評価の方法

プロジェクト開始から今回の評価時までのプロジェクト計画及び活動実績などについて整理し、

日本・パラグァイ側の合同により評価５項目（目標達成度、効果、効率性、計画の妥当性、自立発

展性）の観点から関係者と討議、分析のうえ、協力期間終了後における対応方針についても検討

し、これらの結果を合同評価レポートに取りまとめ、両国政府関係者に提言する。

１－３　調査団の構成

　氏　名 　担　当 　　　　　　　所　　　属

仙道富士郎 団長・総括 山形大学医学部免疫学・寄生虫講座教授

小早川隆敏 熱帯医学 東京女子医科大学国際環境・熱帯医学教室教授

麦谷　眞里 医療行政 厚生省大臣官房国際課国際協力室長

松本　明博 評価計画 国際協力事業団医療協力部医療協力第二課課長代理
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１－４　調査日程

日順 月日（曜日） 行　　　程 備　　考

1 7月 19日 （月） 移動：成田発→ 機内泊

2 20日 （火） 移動：→サンパウロ着 アスンシオン泊

　　　サンパウロ発→アスンシオン着

3 21日 （水） パラグァイ国厚生大臣、ＪＩＣＡパラグァイ事務所、 カアサパ泊

パラグァイ国企画庁表敬訪問

移動：アスンシオン発→カアサパ着

4 22日 （木） カアサパ県表敬訪問 カアサパ泊

カアサパ地域病院視察

カウンターパートとの協議

5 23日 （金） 地域医療施設視察及び地域住民との意見交換 カアサパ泊

カウンターパートとの協議

6 24日 （土） 移動：カアサパ発→アスンシオン着 アスンシオン泊

7 25日 （日） 合同評価報告書案作成 アスンシオン泊

8 26日 （月） 合同評価チーム内の協議 アスンシオン泊

合同評価報告書作成

9 27日 （火） プロジェクト調整委員会開催 アスンシオン泊

アスンシオン大学医学部保健科学研究所視察

10 28日 （水） 合同評価報告書署名 アスンシオン泊

厚生省中央研究所視察

11 29日 （木） ＪＩＣＡパラグァイ事務所、パラグァイ国企画庁、 機内泊

在パラグァイ日本大使館へ調査結果報告

厚生大臣主催昼食会

移動：アスンシオン発→サンパウロ着

　　　サンパウロ発→

12 30日 （金） 移動：→ニューヨーク着 ニューヨーク泊

13 31日 （土） 移動：ニューヨーク発→ 機内泊

14 8月 1日 （日） 移動：→成田着
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１－５　主要面談者

（1）パラグァイ側関係者

1） 厚生省・アスンシオン

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 Dr. Martin Chiola 厚生省 厚生大臣

2 Dr. Roberto Melgarejo 厚生省 副大臣

3 Dra. Maria Teresa Leon 厚生省・計画評価総局 技官

4 Dr. Juli án Ayala 厚生省・プロジェクト 総括コーディネーター

5 Lic. Beatriz Balbuena 厚生省・プロジェクト 実務コーディネーター

6 Dra. Peria Gamarra 厚生省・保健サービス総局 総局長

7 Dra. Rosa Massare 厚生省・国際援助調整技術協力局 技官

8 Dr. Roberto Dullak 厚生省・計画評価総局 総局長

9 Dra. Gertrudis Teme 厚生省・官房室 技官

10 Lic. Mirian Benitez 厚生省・保健啓蒙予防教育総局 課長

11 Dra. Blanca Piccinini 厚生省・家族保健総局 課長

12 Lic. Rosa Iba ñez 厚生省・社会福祉総局 課長

13 Ing. Carlos Pav ón 厚生省・国立環境衛生局 課長

14 Dr. Carlos Romero 厚生省・国立マラリア撲滅対策局 局長

15 Dr. Adolfo Galeano 厚生省・熱帯病病院 病院長

2） 厚生省・カアサパ

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 Dr. Pablo Martinez カアサパ衛生行政区 区長

2 Dra. Luz Molinas カアサパ衛生行政区 疫学主任

3 Lic. Susana Fernandez カアサパ衛生行政区 看護主任 退職

4 Lic. Gladys Denis カアサパ衛生行政区 衛生教育主任

5 Dra. Stella Gonzalez カアサパ衛生行政区 検査センター主任

6 Lic. Olga Gimenez カアサパ衛生行政区 看護主任

7 Sr. Aldo Gomez カアサパ衛生行政区 事務員

8 Srta. Nilda Falcon カアサパ衛生行政区 統計主任

9 Sra. Clara Colman カアサパ衛生行政区 EPI担当

10 Sr. Hector Ismael カアサパ衛生行政区 人事主任

11 Sr. Carlos Cespedez カアサパ衛生行政区 物品管理主任

12 Sra.  Fel ic i ta  Duarte カアサパ衛生行政区 検査補助員

13 Srta. Martha Mendez カアサパ衛生行政区 統計補助員

14 Dr. Marcelino Britez カアサパ地域病院 病院長

15 Dra. Funny Yambay カアサパ地域病院 歯科医

16 Dra. Elva Cristaldo カアサパ地域病院 小児科医

17 Dr. Gustavo Gini カアサパ地域病院 内科医

18 Dra. Maria Roa カアサパ地域病院 小児科医

19 Dra. Mirnha Chaparro ヘネラル・モリニゴ診療センター センター長

20 Dr. Oscar Ibarra サン・ファン診療センター センター長

21 Sra. Elida Sosa ボケロン診療所 准看護婦

22 Sra. Elda Benitez ボケロン診療所 准看護婦
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3） カアサパ県

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 Sr. Alvaro Chavez カアサパ県 知事

2 Lic. Atilio Medina カアサパ県 知事秘書

4） カアサパ市ボケロン地区

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 Lic. Victoriano Ar éalos ボケロン衛生委員会 委員長

2 Prof. Teodoro Paiva ボケロン衛生委員会 委員

3 Sr. Daniel Galeano ボケロン診療所保健組合 委員長

4 Sr. Derlis Ramirez ボケロン診療所保健組合 委員

5 Sra. Eva Ramirez ボケロン地区小学校 校長

6 Sra. Maria Caballera ボケロン地区 住民

7 Sra. Adelina Sosa ボケロン地区 住民

8 Sra. Marciana Ortigoza ボケロン地区 住民

9 Sra. Silvina Roman ボケロン地区 住民

10 Sra. Mirtha Gutierrez ボケロン地区 住民

11 Sra.  Idal ina Gutierrez ボケロン地区 住民

12 Sra. Ofelia Ortigoza ボケロン地区 住民

13 Prof. Blanca Galeano ニャンドゥクア地区小学校 校長

14 Sra. Cesarina Aguirra ニャンドウクア地区 住民

15 Sra. Linda Mires ニャンドウクア地区 住民

16 Sra. Idalina Ramirez ニャンドウクア地区 住民

17 Sra. Justina Morel ニャンドウクア地区 住民

5） アスンシオン大学医学部保健科学研究所（ＩＩＣＳ）

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 Dra. Ursula Medina IICS 所長

2 Dra. Elena Kasamatsu IICS 病理学主任

3 Dra. Antonieta Arias IICS 疫学主任

4 Dra. Graciela Russomando IICS 分子生物学主任

5 Ing. Pedro Galvan IICS 保守点検

6） 厚生省中央研究所（ＬＡＣ）

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 Dr. Julio Manzur 厚生省中央研究所

7） 大統領府国家企画庁（ＳＴＰ）

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 Dr. Armando Hermosilla 大統領府国家企画庁 長官

2 Dr. Mario Ruiz Diaz 大統領府国家企画庁 国際協力部長
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（2）日本側関係者

1） 在パラグァイ日本大使館

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 久保　光弘 在パラグァイ日本大使館 特命全権大使

2 中井　智明 在パラグァイ日本大使館 書記官

2） ＪＩＣＡパラグァイ事務所

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 榎下　信徹 ＪＩＣＡパラグァイ事務所 所長

2 室沢　智史 同・業務管理班 次長

3 榎本　孝明 同・業務管理班 主任

4 平井　孝文 同・業務管理班 担当職員

3） 地域保健強化プロジェクト専門家

氏　　名 所　　属 職　　位 備考

1 松口　素行 プロジェクト チームリーダー

2 松本　博富 プロジェクト 業務調整員

3 高石　昭子 プロジェクト 助産婦

4 伊藤ルーシー プロジェクト 地域保健

5 斎藤　　奨 プロジェクト 寄生虫学

6 安村　誠司 プロジェクト 公衆衛生
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